
仮免許証受領

次回自動車学校に来た時に、教習原簿と印鑑を持って配車係へお越し下さい。
用紙の記入と押印（1～2分程度）をして頂き受領完了です。
受領完了後は、自動車学校で仮免許証を預からせていただきますので、
技能教習の際には、教習を担当する指導員が教習の都度仮免許証を用意します。

仮免許練習標識の準備等

技能教習開始前に教習車トランクから仮免許練習標識を出して、
教習車の前後に取り付けて下さい。（急ブレーキ注意と記載されているのが後部）
教習終了後は仮免許練習標識をトランクに戻して下さい。

技能教習の流れと予約等について

路上教習 → 方向変換・縦列 → 駐停車 → 特別項目・急ブレーキ
１０Ｈ １Ｈ １Ｈ １Ｈ (ｼﾐｭﾚｰﾀ）

セット教習 → 　　　高速　　→　　　自主経路 → 路上教習 → みきわめ
1Ｈ　+　学科1 　   1Ｈ     　 　 1Ｈ ２Ｈ  １Ｈ

（全員AT車使用） （ｼﾐｭﾚｰﾀ）　（全員AT車使用）

予約等

「駐停車」「特別項目・急ブレーキ」「セット教習」「高速」「自主経路」は複数名で行ないます。
「駐停車」「特別項目・急ブレーキ」「セット教習」「高速」「自主経路」の予約が取りづらい場合は
配車係（受付）に御相談下さい。
駐停車・セット教習・自主経路は、配車券に記載されています車両に仮免許練習標識を準備し
乗車してお待ちください。
特別項目・急ブレーキ、高速は、教習原簿と配車券が必要です。

学科教習について

セット教習の「学科１」は教本、筆記用具を忘れずにお持ち下さい。

学科教習は、セット教習が終わるまでに上から順に履修番号、８⇒ １３⇒ ７⇒ ９⇒ １５⇒ １６
まで必ず受講してください。受講していないと「高速」技能教習の予約が取れません。

卒業検定前の効果測定は、１００満点中　９０点以上が合格点となってます。
技能教習２段階みきわめ前までに合格点を１回以上取っておいてください。
(技能教習２段階みきわめ前までに効果測定で合格点が１回以上取れていない場合、
そして学科教習がすべて受講されていない場合は技能教習２段階のみきわめを
うけることができません。）

応急救護教習

予約が必要な学科です。技能教習同様、インターネットで御予約下さい。
定員１０名と決まってる学科ですので、修了検定合格後、速やかに御予約下さい。
実習につき、スカート・口紅は禁止です。
当日は、教習原簿を持って２階第３教室の前に御集合下さい。
（当日キャンセルは、キャンセル料が３時間分かかります）

　　　※路上での教習中、検定中に事件・事故を目撃した場合には、

　　　　教習・検定を中止し通報、救護など必要な措置を取ります。

 （悪天候等により教習が中止される場合もございます。）

　　　　教習期限・仮免許証期限等は余裕を持って進めるようお願いします。

　　　　それぞれの期限については、教習原簿に記載されていますので

　　　　後日、確認し自己管理でお願いします。

第２段階の進め方について

19時間で修了の場合の流れ


